
 

20) 松脇由典，White TA,吉田拓人，森山 寛，Kita
 

H.真菌 Alternaria によるヒト気道上皮細胞のサイ

トカイン・ケモカイン産生および細胞内カルシウムシ

グナルのメカニズムについて．第107回日本耳鼻咽喉

科学会総会．東京，5月．［日耳鼻会報 2006;109:394］

IV. 著 書

1) 小島博己，森山 寛．乳突腔充填術の適応と充填資

材取り扱いの工夫．神崎 仁編．耳鼻咽喉科・頭頸部外

科診療のコツと落とし穴1:耳疾患．東京:中山書店，

2006.p.146-7.

2) 鴻 信義．内視鏡下副鼻腔手術．森山 寛編．耳鼻

咽喉科・頭頸部外科:外来手術の基本テクニック．東

京:中山書店，2006.p.42-50.

3) 田中康広，森山 寛．耳小骨形成III型の特徴と手

技の注意点．神崎 仁編．耳鼻咽喉科・頭頸部外科診療

のコツと落とし穴1:耳疾患．東京:中山書店，2006.p.

144-5.

4) 吉川 衛．アレルギー性鼻炎のDNAチップ診断解

析．斎藤博久監修・編集．花粉症と周辺アレルギー疾患:

小児アレルギーシリーズ．東京:診断と治療社，2007.

p.148-50.

5) 野原 修．花粉症によるアレルギー性鼻結膜炎 通

年性アレルギー性鼻炎との違い．斎藤博久監修・編集．

花粉症と周辺アレルギー疾患:小児アレルギーシリー

ズ．東京:診断と治療社，2007.p.93-6.

V. その他

1) 森山 寛．滲出性中耳炎．ドクターサロン 2006;

50:593-7.

2) 鴻 信義．小児副鼻腔炎の特徴，診療指針を紹介．

Med Tribune 2006;39:16-7.

3) 鴻 信義．先進医療 画像ナビゲーションを用いた

内視鏡下鼻内手術．Japan Medicine 2007.

4) 野原 修．鼻アレルギー 最近のトピックス．川口

医師会耳鼻科部会勉強会．川口，9月．

5) 野原 修．スギ花粉抗原からみた花粉症治療の展

開．2006足立区耳鼻咽喉科医会学術講演会．東京，10

月．

麻 酔 科 学 講 座

教 授:上園 晶一 小児麻酔，心臓血管外科麻

酔，肺高血圧の診断と治療

教 授:根津 武彦 集中治療，心臓麻酔

助教授:近江 禎子 局所麻酔

助教授:瀧浪 將典 安全管理，集中治療

講 師:北原 雅樹 疼痛管理

講 師:藤原千江子 呼吸モニター

講 師:近藤 一郎 脊髄における疼痛機序

講 師:庄司 和広 術後疼痛管理

講 師:三尾 寧 循環器，麻酔薬の臓器保護

作用

研 究 概 要

I. 臨床麻酔領域

1.小児麻酔のアウトカム研究

(1)小児患者に対して麻酔中の脳波解析を行っ

て，適切な麻酔深度を探るモニターを検討中である。

最初の段階として，成人に対して用いられるBISモ

ニターに関して，それを小児に用いる際の問題点を

検討した。(2)小顎症の代表的疾患である

Hemifacial Microsomia(HFM）は挿管困難症を

伴うことが多い。HFMの一部は，神経堤細胞の異常

が原因と考えられており，実際，HFMの患者で先天

性心疾患を伴う場合，その先天性心疾患は神経堤細

胞欠損が原因でおこる心疾患に限られている。これ

らの特徴を持つHFMの患者の遺伝子レベルにお

ける異常を解明する方法を検討中である。

2.非侵襲的心拍出量モニターに関する研究

動脈圧波形分析から心拍出量を推定できる，非侵

襲的モニターが開発された。臨床での有用性が確認

されれば，今後，肺動脈カテーテルの適応がますま

すきびしくなることが予想される。この新しいモニ

ターをさまざまな臨床の現場で検証することがこの

研究の目的である。

3.デクスメデトミジンの全身麻酔薬としての可

能性に関する研究

これまでに術後鎮痛法に関するいろいろな臨床研

究の中で，新しいα2アゴニストであるデクスメデ

トミジンが術後鎮痛薬として非常に有用であること

がわかってきている。その延長として，デクスメデ

トミジンを全身麻酔薬の一部として使えるのではな

いかという仮説を検証している。
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II. 集中治療領域

1.エンドトキシン高感度測定法の開発

エンドトキシンはリムルス活性を利用して測定す

るが，従来から行われている比濁時間分析法よりも

検出力の優れた高感度測定法を開発した。この高感

度測定法では，健常人のレベルでも微量のエンドト

キシンが検出される。また，集中治療下での重症患

者のエンドトキシンは，明らかにグラム陰性桿菌の

関与が確認されている場合でも検出されることが少

なかったが，高感度測定法ではエンドトキシンの測

定が必ず確認される。しかし，臨床的な意義につい

てはまだ未解明であり，エンドトキシンの測定の意

義を現在検討中である。

2.PMX（エンドトキシン吸着療法）の有効性に

関する研究

敗血症患者に対するPMXの効果，作用機序は現

在まだ未解明のままである。そこで，当施設では，多

施設共同研究に参加し，臨床効果の検討を行ってい

る。

3.ICUにおける鎮静薬デクスメデトミジンの有

用性に関する研究

デクスメデトミジンが本邦で臨床使用開始され，3

年が経過する。しかし，現実には小児への使用，長

期間の投与に関してはその安全性が確認されていな

い。そこで，当施設ではデクスメデトミジンの小児

および長期投与の安全性を確認する多施設共同研究

に参加し，臨床効果の検討を行う予定である。

4.DICの治療内容とDICマーカーの推移の関

係

2005年，日本救急医学会と日本血栓止血学会が合

同委員会を組織し，急性期DIC診断基準を発表し

た。この診断基準は厚生省および国際血栓止血学会

の診断基準に比べDICが早期に診断可能であり，ま

た臓器不全発症と転機判別に優れているとされてい

る。しかし，この診断基準の外部施設における妥当

性の検討はまだ行われておらず，この診断基準が一

般的に使用可能であるかどうかは不明である。また，

本邦ではDICに対して蛋白分解酵素阻害剤やAT-

III製剤の投与が行われるが，国際的にはこのような

治療法はほとんど行われておらず，近年のEvidence
 

Based Medicineの普及により，本邦のDICの治療

法に関しても疑問が投げかけられている。そこで，急

性期DIC診断基準に照らした当施設におけるDIC

の発生頻度，および予後との関係を評価し，DICと

診断された症例において，治療内容とDICマーカー

の推移の関係を前向きに調べている。

5.持続血液浄化療法（CRRT）施行中の抗凝固剤

本邦ではCRRT施行中の抗凝固剤にはナファモ

スタットが使用される事が多いが，国際的にはヘパ

リンやクエン酸が主流であり，ナファモスタットに

関する情報は国際雑誌にはほとんど存在しない。そ

こで当施設で過去にナファモスタットを使用した症

例の情報を後ろ向きに検討した。その結果，ナファ

モスタットはクエン酸を除く他の抗凝固剤よりも長

いフィルター寿命を認め，かつAPTTが延長して

いるにもかかわらず出血の合併症はほとんど認めら

れなかった。

III. 疼痛管理・ペインクリニック領域

1.乳癌の術後には様々な原因から痛みが起こる

可能性がある。中でも乳房切除後疼痛症候群の発生

率は20-49%と高率であるが，治療が普及しておら

ず対策は不十分である。乳房切除後疼痛症候群は難

治性といわれる神経障害性疼痛であり，治療には抗

うつ薬，抗痙攣薬，抗不整脈薬，漢方薬，オピオイ

ドなどが用いられるが日本での治療データはほとん

どない。そこで，これまでに薬物治療を行った再発

や転移のない乳房切除後疼痛症候群患者を対象に治

療内容，投与薬剤の種類，投与量，投与期間，効果，

副作用，忍容性などについての調査を行った。治療

は国際疼痛学会で推奨されている神経障害性疼痛治

療の治療指針に従って行い，三環系抗うつ薬を第一

選択薬として使用し良好な治療結果を得た。わが国

において三環系抗うつ薬は口渇や便秘などの副作用

の出現率も高いが，忍容性も高く第1選択薬として

十分使用可能であることがわかった。

2.塩酸トラマドールの慢性疼痛への効果

塩酸トラマドールは，μオピオイド受容体作動薬

であるとともに，ノルアドレナリン・セロトニン再

吸収阻害作用も持つユニークな鎮痛薬である。嗜癖

性が極めて少なく，呼吸抑制も起こしにくいため，

ヨーロッパを中心に使用されている。日本では1977

年に導入されたが，現在までほとんど使用されてい

ない。塩酸トラマドールの慢性疼痛患者に対する有

効性を調べるため臨床研究を行い，神経障害性疼痛

を含む難治性疼痛への有効性を確認した。

3.慢性疼痛に対するオピオイド使用ガイドライ

ンの作成

欧米先進国では慢性疼痛に対してオピオイドが頻

用されているが，本邦ではほとんど使用されていな

い。一方，オピオイドの不適切な使用は嗜癖性をも

たらすため，欧米ではオピオイド使用のためのガイ

ドラインを国レベルで作成している場合が多い。オ
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ピオイド使用ガイドラインを作成するための研究会

を立ち上げ，その中心施設として研究・調査活動を

開始している。

IV. 基礎研究領域

1.実験的肺高血圧の遺伝子治療の開発

肺高血圧（pulmonary hypertension，PH)は，原

発性にしても，二次性にしても，治療困難な病態で

ある。PHの病態の本質は，肺血管を構築する細胞の

筋性化，肥大，増殖，さらには3次元構築の改変（リ

モデリング）にあるという考えに基づき，肺血管拡

張をめざす治療法でなく，細胞の炎症や増殖を抑え

ることを目標にした治療開発を目標にしている。具

体的には，臓器リモデリングに関わる遺伝子発現を

制御する転写因子に注目し，転写因子レベルでの遺

伝子発現制御を行い，それを治療に活かすいわゆる

デコイ型核酸医薬の治療法の可能性を検討してい

る。

2.疼痛刺激による脊髄レベルでの神経伝達物質

放出に対する鎮静，鎮痛剤および吸入麻酔薬

の作用について

疼痛侵害刺激が加えられると脊髄後角において一

次ニューロンより放出されるサブスタンスP（SP）

はNK1レセプターに結合後，Internalization

(INT）を引き起こす。それゆえ，そのINTの定量

化は内因性SP放出の測定法となる。この方法を用

いて，疼痛刺激後の脊髄レベルでのSP放出に対す

る鎮痛，鎮静剤（プロポフォール，ペントバルビター

ル，オピオイド，デキサメデトミジン），吸入麻酔薬

（イソフルレン，セボフルレン），笑気の作用につい

て調べた。オピオイド，デキサメデトミジン，笑気

は全身投与，髄腔内投与でINTを抑制がみられた。

これらの薬剤は脊髄レベルにおいて一次ニューロン

からのSPの放出を抑制するため，術後の痛覚過敏

やアロデニアを抑制する可能性がある。

「点検・評価」

質の高い研究を行うには，人・時間・資金・スペー

スが必要である。その中でも，特に人材の育成・確

保が最重要項目である。このような考えのもと，今

年度は，麻酔科のなかの主たる研究領域において，研

究を施行できる能力とバックグラウンドを備えた人

材を新たにリクルートできた。また，これまで行っ

てきた研究をさらに発展するべく，アメリカに留学

する者もいた。今後，こうしたPhysician-Scientist

を目指す医局員を軸に，麻酔科学講座の研究を展開

していきたい。

研 究 業 績

I. 原著論文

1) 岩井健一，近江禎子．(解説)【周術期のマイナーな，

しかし，もしかしたら重大なトラブル】 術後のSpO2

低下 周術期低酸素血症の考え方．Lisa 2007;14(1):

88-92.

2) 志賀麻記子，近江禎子．(解説)【区域麻酔で困った

とき】股関節全置換術 乱暴な反復穿刺は避け，手術時

間を考慮して麻酔法を選択．Lisa 2006;13(5):470-1.

3) 小島圭子［山内］(亀田総合病院)，北原雅樹，坂本

尚美，比嘉国基，福間英祐，大村昭人．乳房切除後疼痛

症候群の薬物治療－治療薬，効果と副作用についての

検討．乳癌の臨 2006;21(5):500-1.

4) 岡本靖久，上園晶一．術前検査で困った症例（その

1）高カリウム血症:小児特有の問題を理解し，最悪の

シナリオを避ける準備を．Lisa 2006;13(13):1050-2.

II. 総 説

1) 谷藤泰正，瀧浪將典．特集 麻酔科医療の現状と課

題 麻酔関連薬剤の院内管理．日医師会誌 2006;135

(4):817-9.

2) 内野滋彦．急性腎不全に対するIRRTかCRRTに

関する考察．ICUとCCU 2006;30(8):533-9.

3) 内野滋彦，間藤 卓，笠井博人，竹之内信．救命救

急センターにおける集中治療専従医の勤務形態と外傷

患者の予後との関係．日集中治療医会誌 2007;14:

47-51.

4) 平林万紀彦，大谷法理，香川草平，上出正之．耳介

で測定する経皮炭酸ガス分圧モニターにおける初期

オーバーシュートの回避について．麻酔 2006;55(8):

1018-22.

5) 香川草平．【続・パルスオキシメータのすべて】CO

モニタとパルスオキシメトリー．医科器械学 2007;77

(2):77-82.

6) 鹿瀬陽一，小幡 徹．Sepsisに対するPMX-DHP

の治療効果検討研究会報告―40症例の検討―．エンド

トキシン血症救命治療研会誌 2006;10(1):102-4.

7) 三尾 寧．麻酔科関連の新しい薬物とその効果－ラ

ンジオロールとエスモーロル［1］心臓に対する作用－．

麻酔 2006;55(7):841-8.

III. 学会発表

1) Shibazaki Y, Tachibana S, Omi S.

Phisiological amino acids in cerebrospinal fluid in
 

pregnant women:conparison with non-pregnant
 

patients.XXV Annual European Society Regional
 

Anaesthesia Congress.Monaco,Sept.

2) Hidano G,Kamata A,Nomura M,Ozaki M,

― ―212

東京慈恵会医科大学 教育・研究年報 2006年版



 

Uezono S.Adverse cardiac and neonatal out-

comes in pregnant women with congenital heart
 

disease.ASA 2006 Annual Meeting.Chicago,Oct.

3) Kida K,Ohtani N,Shoji K,Yasui Y,Masaki E.

Dexmedetomidine enhances post-operative analge-

sic effect of epidural neostigmine.ASA 2006
 

Annual Meeting.Chicago,Oct.

4) Kondo I,Hobo S,Yasui Y.Ketamine and
 

alpha 2 agonist inhibit noxious stimulation-induced
 

spinal substance P release in rats.ASA 2006
 

Annual Meeting.Chicago,Oct.

5) Otani N,Kida K,Shoji K,Yasui Y,Masaki E.

Emergence time from sevofiurane and propofol
 

anesthesia co-administered with dexmedetomidine.

ASA 2006 Annual Meeting.Chicago,Oct.

6) Kase Y,Obata T.Removing endocannabinoids
 

and reducing oxidative stress with polymyxin-Bim-

mobilized fibers in patients with septic shock.27th
 

International Symposium on Intensive Care and
 

Emergency Medicine.Brussels,Mar.

7) 三尾 寧，福田紀男．心筋の収縮機能に及ぼす麻酔

薬の影響．日本麻酔科学会第53回学術集会．神戸，6

月．

8) 筒井健次，湯本正寿，藤原千江子，香川草平．経皮

的二酸化炭素分圧測定を用いた脳死判定における無呼

吸テスト．日本麻酔科学会第53回学術集会．神戸，6

月．

9) 松田苑生，根津武彦，尾崎雅美，齋藤敬太，岩井健

一．セルジンガー法における中心静脈カテーテル挿入

時における偶発症．日本麻酔科学会第53回学術集会．

神戸，6月．

10) 山口 聡，近江禎子，益子健男，長沼宏邦，島井信

子，川田亜紀子．硬膜外併用脊髄くも膜下麻酔で管理し

た重症肺合併症のある腹部大動脈瘤修復術の3症例．

日本麻酔科学会第53回学術集会．神戸，6月．

11) 柴崎敬乃，橘 真郎，近江禎子，福島浩司，山川健

太郎．ヒト脳脊髄液含有アミノ酸に関する研究．日本麻

酔科学会第53回学術集会．神戸，6月．

12) 田中正史，廖 英和，加賀谷慎．術後硬膜外鎮痛に

使用した携帯型ディスポーザブル注入ポンプの実測注

入量．日本麻酔科学会第53回学術集会．神戸，6月．

13) 河村優子，木田康太郎，大谷法理，倉田 豊，庄司

和広，谷藤泰正．ペンタゾシンによる静脈内PCAの術

後鎮痛効果の評価．日本麻酔科学会第53回学術集会．

神戸，6月．

14) 湯本正寿，赤井良太，須永 宏，小野澤裕史，加賀

谷慎，三尾 寧．透析患者に対する人工心肺使用開心術

の麻酔管理．日本麻酔科学会第53回学術集会．神戸，6

月．

15) 山本 祐，長沼恵子，近藤一郎，木村昌平，長沼宏

邦，益子健男．逆流性脳潅流法を用いた全弓部置換手術

症例の検討．日本麻酔科学会第53回学術集会．神戸，6

月．

16) 安井 豊，正木英二，加藤総夫．青斑核ニューロン

におけるセボフルレンの作用の特異性．日本麻酔科学

会第53回学術集会．神戸，6月．

17) 宇佐美夕子，三田えり，長坂安子，上園晶一，尾崎

眞．幼若ラットにおいてEgr-1デコイはモノクロタリ

ンによって引き起こされる肺高血圧と血管内腫の増殖

を抑制する．日本麻酔科学会第53回学術集会．神戸，6

月．

18) 甫母章太郎，近藤一郎，太田修司，小﨑佑吾．侵害

刺激によるラット脊髄でのサブスタンスPに対する

麻酔薬とオピオイドの抑制作用．日本麻酔科学会第53

回学術集会．神戸，6月．

19) 辻 和馬，大友博之，上園晶一．Arndt気管支ブロッ

カーを用いた特殊状況下での小児分離肺換気の2症

例．日本麻酔科学会第53回学術集会．神戸，6月．

20) 木田康太郎，大谷法理，齋藤洋一，庄司和広，正木

英二．デクスメデトミジン術中使用と術後鎮痛の検討．

日本麻酔科学会第53回学術集会．神戸，6月．

21) 平林万紀彦，香川草平，上出正之．内頸静脈からの

中心静脈カテーテル挿入による脳組織酸素化指数への

影響について．日本麻酔科学会第53回学術集会．神戸，

6月．

22) 北村俊平，生田目英樹，瀧浪將典．ポータブル血管

用超音波装置による短軸ガイド下内頸・ソケイ静脈穿

刺法と専用穿刺針ガイドチップを用いた穿刺法との比

較検討．日本麻酔科学会第53回学術集会．神戸，6月．

23) 上園晶一．医師の薬剤依存症未然防止と社会的責

任．日本麻酔科学会第53回学術集会．神戸，6月．

24) 瀧浪將典，三島 仁．持続腕神経叢ブロックが有効

だった上肢反射性交感神経性ジストロフィーの2症

例．日本麻酔科学会第53回学術集会．神戸，6月．

25) 吉澤明孝，石黒俊彦，井上大輔，行田泰明，谷藤泰

正，上園晶一．医学生に対する緩和ケア教育の検討．日

本麻酔科学会第53回学術集会．神戸，6月．

26) 小島圭子，北原雅樹，坂本尚美，比嘉国基，福間英

祐，大村昭人．乳房切除後疼痛症候群の薬物治療－治療

薬，効果と副作用についての検討．第14回日本乳癌学

会モーニングセミナー．金沢，7月．

27) 小島圭子．気づいてほしい術後の痛み，見つけてほ

しい再発の痛み．第14回日本乳癌学会モーニングセミ

ナー．金沢，7月．

28) 北原雅樹．鎮痛補助薬のDDS．第22回DDS学会総

会．東京，7月．

29) 大関圭一，河野博充，神崎やすし，花田真紀，北原

雅樹，日口恭治．リドカイン-テトラカインクリームの
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有用性の検討―第2報―．第16回日本医療薬学会年

会．金沢，9月．

30) 小島圭子，栗山陽子，北原雅樹，福間英祐，上園晶

一，大村昭人．乳癌治療における緩和医療の必要．癌生

存者のQOL向上を目指して．第44回癌治療学会総

会．東京，10月．

31) 茅野孝明，宇佐美夕子，佐藤啓子，尾崎 眞．当院

における肺血栓塞栓症予防ガイドラインの特徴とその

効果について．第26回臨床麻酔学会．旭川，10月．

32) 佐島威行，遠藤新大，小崎佑吾，甫母章太郎，赤井

良太，柴崎敬乃，長沼恵子，近藤一郎．呼吸器症状が中

心となったラテックスアナフィラキシーの1症例．第

26回臨床麻酔学会．旭川，10月．

33) 小林秀嗣，八反丸善康，柴崎敬乃，近藤一郎．腸閉

塞を発症したモルキオ症候群の麻酔経験．第26回臨床

麻酔学会．旭川，10月．

34) 福島浩司，岩井健一，藤原千江子，近江禎子．術前

検査にて予想し得なかった術中心室頻拍の一症例．第

26回臨床麻酔学会．旭川，10月．

35) 内海 功，木口貴夫，堀口 徹．挿入性喉頭肉芽腫

を発症しNLA下に摘出した一症例．第26回臨床麻酔

学会．旭川，10月．

36) 河野千恵，齋藤敬太，北村俊平，尾崎雅美，根津武

彦．気管挿管後気管膜様部の損傷をきたした1例．第

26回臨床麻酔学会．旭川，10月．

37) 山川健太郎，近江禎子，甫母章太郎，柴崎敬乃，山

本 祐，木村昌平．心房圧迫により急性心不全を伴った

後縦隔腫瘍の一症例．第26回臨床麻酔学会．旭川，10

月．

38) 遠藤新大，小崎佑吾，佐藤 優，赤井良太，近藤一

郎．急性増悪した住宅酸素療法中の慢性呼吸不全患者

の二度にわたる麻酔経験．第26回臨床麻酔学会．旭川，

10月．

39) 鹿瀬陽一．エラスフォールによる酸化ストレスの制

御．東京エラスターゼフォーラム．東京，12月．

40) 佐島威行，近藤一郎．小児の急性呼吸不全における

エラスポールの使用経験．東葛地区SIRS/ALIフォー

ラム2007．千葉，2月．

41) 鹿瀬陽一，小幡 徹，野村真弓，齋藤敬太，岩井健

一，岡本靖久，瀧浪將典．新しいエンドトキシン高感度

測定法を用いた臨床試料の測定．第11回エンドトキシ

ン血症救命治療研究会．神戸，3月．

42) 内野滋彦．Intensive insulin therapyに関する現在

のエビデンス．第34回日本集中治療医学会学術集会．

神戸，3月．

43) 江木盛時 ,内野滋彦 (埼玉医科大学)，Sue B ,

Helen O ,Rinaldo B (Austin Hospital)，森田

潔 (岡山大学)．頚椎前方固定術後患者の気管切開は

何時行うべきか ―早期気管切開症例の創部感染率の

検討―．第34回日本集中治療医学会学術集会．神戸，3

月．

44) 鹿瀬陽一，小幡 徹，生田目英樹，照井貴子，首藤

義幸．内因性カンナビノイド・2-AGによる敗血症

ショックは抑止できるか．第34回日本集中治療医学会

学術集会．神戸，3月．

45) 瀧浪將典，鹿瀬陽一，岩井健一，岡本靖久，染谷典

子，小松由佳．2005年度のICU再入室症例の検討．第

34回日本集中治療医学会学術集会．神戸，3月．

46) 内野滋彦，森松博史，上原 淳，間藤 卓．RIFLE
 

criteriaにおける尿量の基準の妥当性に関する検討．

第34回日本集中治療医学会学術集会．神戸，3月．

47) 齋藤敬太，鹿瀬陽一，根津武彦．術後急性肝不全を

呈した一例．第34回日本集中治療医学会学術集会．神

戸，3月．

48) 岡本靖久，岩井健一，鹿瀬陽一，瀧浪將典．術中心

停止を起こすも救命に成功した超高齢者の腹部大動脈

瘤の一症例．第34回日本集中治療医学会学術集会．神

戸，3月．

49) 岩井健一，鹿瀬陽一，岡本靖久，齋藤敬太，瀧浪將

典，小幡 徹，根津武彦．エンドトキシンの変化から見

た敗血症治療に於ける高感度エンドトキシン測定法の

意義．第34回日本集中治療医学会学術集会．神戸，3

月．

50) 森脇龍太郎，中田一之，山口 充，内野滋彦，上原

淳，間藤 卓，澤野 誠，上岡栄司，北脇丈博，堤 晴

彦．当科における内因性CPAOAに対するPCPS施行

症例の検討．第34回日本集中治療医学会学術集会．神

戸，3月．

IV. 著 書

1) 瀧浪將典．麻酔．青木照明，小路美喜子編．系統看

護学講座 別巻1:臨床外科看護総論．第9版．東京:

医学書院，2006.p.43-80

 

V. そ の 他

1) 近藤一郎．手術室におけるタイムアウトの導入．4

病院合同リスクマネジメント・シンポジウムについて．

千葉，3月．
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